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ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
十
二
月
三
十
日
付
北
海
道
新
聞
（
以
下
、
「
北
海
道
新
聞
記
事
」
と
い
う
。
）
が
、

「
国
連
人
権
理
事
会
が
六
月
に
『
先
住
民
族
の
権
利
（
先
住
権
）
に
関
す
る
国
連
宣
言
』
を
採
択
し
、
先
住
権
を
認
め
る

世
界
の
潮
流
が
強
ま
る
中
、
日
本
政
府
は
今
月
二
十
日
に
提
出
し
た
国
際
人
権
（
自
由
権
）
規
約
に
関
す
る
報
告
で
も
、
ア

イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
は
、
な
お
先
住
民
族
と
の
記
述
を
避
け
た
。
国
際
的
に
は
『
ア
イ
ヌ
民
族
は
先
住
民
族
』
と
の
見
方
が

定
着
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
認
知
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
土
地
の
扱
い
な
ど
、
先
住
権
の
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
姿
勢

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
」

と
報
道
し
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
の
採
択
に
際
し
て
政
府
が
と
っ
た
立
場
及
び
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

政
府
が
二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
日
に
提
出
し
た
国
際
人
権
（
自
由
権
）
規
約
に
関
す
る
報
告
書
（
以
下
、
「
報
告
書
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
当
該
部
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
正

確
に
示
さ
れ
た
い
。
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四

「
報
告
書
」
を
作
成
し
た
官
庁
と
部
局
課
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
報
告
書
」
の
起
案
日
と
決
裁
終
了
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
報
告
書
」
は
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
と
の
合
議
を
行
っ
た
上
で
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

七

「
北
海
道
新
聞
記
事
」
に
お
い
て
、

「
『
実
際
に
行
っ
た
施
策
を
書
く
も
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ
と
は
書
か
な
い
』
外
務
省
人
権
人
道
課
の
担
当
者
は

規
約
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
、
そ
う
話
し
た
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

八

七
の
発
言
を
行
っ
た
外
務
省
職
員
が
い
る
か
。
い
る
な
ら
ば
当
該
職
員
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

七
の
発
言
は
ど
の
よ
う
な
法
令
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


